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JAニュース
２
月
２
日
い
わ
み
中
央
地

区
本
部
統
括
支
店
は
、
地
区

本
部
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て

住
宅
業
者
を
対
象
と
し
た
Ｊ

Ａ
住
宅
ロ
ー
ン
の
商
品
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
９
社
14
名
の
参
加

が
あ
り
、
取
扱
中
の
Ｊ
Ａ
住

宅
ロ
ー
ン
の
仕
組
み
に
つ
い

て
、
ロ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
新
矢
職
員
が
説
明
し
ま
し

た
。ま

た
、
吉
田
道
夫
税
理
士

に
よ
る
住
宅
営
業
の
た
め
の

住
宅
減
税
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
の
講
義
は
「
税
金

を
知
っ
て
い
て
も
得
は
し
な

い
が
、
損
を
し
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
話
」
で
し
た
。

住
宅
建
築
と
税
金
の
関
係
性

は
重
要
で
あ
り
、
参
加
者
は

吉
田
税
理
士
の
話
を
熱
心
に

聞
き
、
好
評
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
組
合
員
利
用
者
個

人
の
相
談
は
元
よ
り
、
関
係

事
業
者
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン
商
品
説
明
お
よ
び

住
宅
減
税
制
度
の
勉
強
会
を
開
催
！

令和７年度  年金友の会ふれあい大会年金友の会ふれあい大会
中止のお知らせ
公演予定の劇団より昨年末に興行困難との連絡を受け、いわ
み中央地区本部としては代替開催などを検討してまいりまし
たが、誠に残念ながら２月の開催は中止と判断いたしました。

乞う乞う
ご期待！ご期待！

只今、只今、７７月開催月開催に向けてに向けて準備中準備中

１０日(金) 9時～15時
あぐり南（金城）
春の大売出し

２０日(月) 9時～12時

８日(水) 9時半～14時 Aコープみすみ

波佐まちづくりｾﾝﾀｰ
ときわ会館 前

9時～14時 浜田西支店

１４日(火) 9時半～14時 Aコープやさか

２１日(火) 9時半～14時 Aコープあさひ

Aコープみすみ２３日(木) 9時半～14時

３０日(木)

２日(木) 9時～12時 　市木まちづくりｾﾝﾀｰ

６日(月) 9時半～14時 Aコープあさひ

メガネ・補聴器の専門店

お問合せ、訪問のご相談は 直通 ０９０-６９５５-１６１２ へ お気軽にどうぞ

令和８年 ４月度 ＪＡ巡回スケジュール いわみ中央地区

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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つのみやっこ広場

い
わ
み
中
央
女
性
部
（
平
川
節
美
部
長
）
で

は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
、

「
米
一
握
り
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
活
動
は
、
部
員
一
人
ひ
と
り
が
玄
米
を
一
握

り
ず
つ
持
ち
寄
り
、
精
米
し
た
お
米
を
地
域
の

子
ど
も
食
堂
な
ど
へ
届
け
る
支
援
活
動
で
す
。

今
回
集
ま
っ
た
お
米
は
、
応
募
の
あ
っ
た
管
内

８
つ
の
施
設
へ
、
平
川
部
長
を
は
じ
め
各
地
区

部
長
が
訪
問
し
、
代
表
者
の
方
へ
手
渡
し
ま
し

た
。
各
施
設
か
ら
は
「
お
米
の
価
格
高
騰
が
続

い
て
お
り
、
と
て
も
助
か
り
ま
す
」「
食
べ
盛

り
の
子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
」

と
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
平
川
部
長

は
「
少
し
ず
つ

で
も
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ

れ
ば
大
き
な
支

援
に
な
り
、
子

ど
も
た
ち
の
笑

顔
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
が
嬉

し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

米
一握り一握り
運動運動

JAし
まね女性部JAし
まね女性部

子ども食堂を応援

春の農繁期休日営業カレンダー令和８年

いわみ中央地区本部

4月 5月平日・指定日　営業（8：30～17：00） 平日・指定日　営業（8：30～17：00）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
24

31 25 26 27 28 29 30

＝営業日■＝日曜日・祝日  ■＝土曜日

休日営業店舗
◎あぐり中央店 0855-22-8827

浜田市黒川町 3741
◎あぐり南店 0855-42-1409

浜田市金城町今福 104-1

＝休業日

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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午
の
干
支
飾
り
作
り～

跡
市
女
性
部
～

幻
の
広
浜
鉄
道
今
福
線

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
へ参
加

跡
市
女
性
部
（
平
川
節
美
部
長
）
は

２
月
10
日
、
跡
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
流
セ
ン
タ
ー
で
手
芸
教
室
を
開
催

し
、
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
で

４
年
目
と
な
る
『
家
の
光
』
記
事
活
用

の
「
干
支
飾
り
」
を
作
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ン
と
し
た
形
が
可
愛
ら
し
く
「
物
事

が
“
う
ま
”
く
い
き
、
幸
運
が
駆
け
込

ん
で
く
る
」
と
縁
起
物
と
し
て
も
親
し

ま
れ
て
お
り
、
完
成
し
た
飾
り
を
手
に

参
加
し
た
部
員
は
和
や
か
な
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

２
月
22
日
に

金
城
町
今
福
地

区
で
開
催
さ
れ

た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
へ
、
部

員
６
名
と
そ
の

家
族
で
参
加
し

ま
し
た
！

自
然
を
感
じ
、

歴
史
を
学
ぶ
事

が
出
来
ま
し
た
。

２月12日、JA女子大学８期生は地区本部にて月窓庵の嘉戸悦子先生を講
師に、和菓子の練り切り作りを体験しました。今回はバレンタインにちな

んだハート型とピンクと白の手まり型の２種類の練り切り作
りに挑戦しました。学生たちは「ぼかしの入れ方や絞り出し
でリボンを作る際の力加減が難しい」と、初めは思うような

形にならず苦戦していましたが、
先生の丁寧なアドバイスや手元の動きを参考にしながら、少し
ずつコツをつかみ、見事２種類の練り切りを完成させました。
講座の最後には、菜の花の練り切りをお抹茶とともにいただ

き、心が和むひとときを過ごしました。
持ち帰った練り切りを小学生のお子さんに「ハッピーバレン

タイン！」と手渡したところ、とても喜び「おいしい～」と、
少しずつ大切に味わって食べていたという微笑ましいエピソー
ドも聞かれました。

８期生２月講座「和菓子練り切り作り」

き
て
み
ち
ゃ
ん
さ
い  

味
噌
作
り

い
わ
み
中
央
女
性
部
（
平
川
節

美
部
長
）
は
２
月
６
日
、
地
区
本

部
で
「
き
て
み
ち
ゃ
ん
さ
い　

味

噌
作
り
教
室
」
を
開
催
し
、
21
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
味
噌
作
り
を

通
し
て
地
域
の
方
々
と
交
流
を
深

め
新
し
い
仲
間
作
り
を
し
よ
う

と
、
毎
年
こ
の
寒
の
時
期
に
行
っ

て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
あ
ら
か

じ
め
自
宅
で
煮
て
き
た
大
豆
を
持

参
し
、
女
性
部
員
か
ら
丁
寧
に
教

わ
り
な
が
ら
、
塩
と
糀
、
大
豆
を

混
ぜ
合
わ
せ
た
の
ち
す
り
つ
ぶ
し
、
容
器
に
詰
め
仕
込
み
ま

し
た
。
出
来
上
が
っ
た
味
噌
は
、
各
自
が
家
に
持
ち
帰
り
保

管
し
、
秋
口
の
仕
上
が
り
を
楽
し
み
に
待
ち
ま
す
。

教
室
の
最
後
に
は
、
昨
年
女
性
部
が
作
っ
た
味
噌
を
使
っ

た
味
噌
汁
と
お
に
ぎ
り
で
交
流
を
図
り
ま
し
た
。「
初
め
て

味
噌
を
作
っ
た
が
と
て
も

面
白
か
っ
た
」「
お
味
噌
汁

が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

の
で
、
で
き
あ
が
り
が
待

ち
遠
し
い
」
と
い
っ
た
感

想
が
聞
か
れ
、
み
な
さ
ん

笑
顔
で
教
室
を
終
え
ま
し

た
。
今
回
の
教
室
を
通
じ

て
、
女
性
部
の
活
動
内
容

や
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

フレミズ活動紹介

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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島根県西部農林水産振興センターからのお知らせ

農作物の凍霜害に対する事前対策について

島根県西部農林水産振興センター農業振興部（TEL：0855-29-5614）

近年、温暖化等の影響による急激な気象変動により、春先の凍霜害の発生が多く見られます。事前対策を徹
底して被害を防ぎましょう。なお、凍霜害の対策を施すことで施設内が高温になることもあります。それに備
えて高温異常時等にスマホなどに警報アラートを鳴らす簡易な機器の活用も検討してみてください。

 水　稲 
○ハウスでの育苗
◦ハウスのスペースに余裕があれば育苗箱はできるだけ中央部に置く。
◦ハウス内に小トンネルを設置し、二重被覆とする。追加で対策をする場合は小トンネルをベタ掛け資

材等で覆う。
○トンネルでの育苗
◦ハウスと同様に二重被覆する。

○共通事項
◦保温資材を使用する場合は、資材と苗の空間が広いほど効果的である。
◦極端な低温の場合、ハウス内等でろうそく、ストーブをたく方法もある。この際、面積等に応じて本
数を調節するとともに、火の元には注意すること。

◦霜の降りた日の日中は急激に気温上昇することが多いので、昼間の換気に注意する。

 果　樹 
○施設果樹
◦日没前の午後３～４時頃にハウスビニールを閉める。
◦ハウス内に対流式石油ストーブを設置し、危険温度になる前の夜間から燃焼する。※火災に注意

○露地（落葉果樹）
◦燃焼法：灯油や固形燃料を燃やし、空気を温める。（※すすが飛散するため周辺環境に注意）
◦送風法：防霜ファン設置園では、事前に設定どおり作動するか確認しておく。
◦防霜資材を散布する。

〇共通事項
◦園地の下草を短く刈り、昼間の日射により地温が高まるようにする。
◦防風樹等で冷気が停滞する場所は下枝を整理して冷気が流れるようにする。

 野　菜 
○施設栽培
◦陽のあるうちにハウスを閉める。夜間はビニールをしっかり密閉し、補助暖房を入れるなど保温に努
める。

◦加温機を設置してない場合、カーテン、トンネル等で保温を強化する。特に、ハウスの出入り口、カー
テン等の合わせ目、接地部に隙間ができないようにして保温力を高める。翌日は、急激な温度上昇に
よる高温障害にも留意し、早めに開放する。

○露地栽培
◦果菜類であればトンネル、ホットキャップ等で保温を強化する。葉根菜類は比較的霜害には強いが、
ベタ掛け資材等で被覆する。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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野菜によって収穫対象となる部位は異なります。葉が可食部位になるものや根が可食部位になる
ものがあり、収穫する部位が異なれば求められる収量や品質も異なりより良い収量、品質にするた
めには養分管理の方法も変わってきます。そこで
野菜の特性とそれに見合った養分管理のコツに
ついて紹介します。今回は下記の野菜について説
明します。

１．軟弱野菜
アブラナ科、ユリ科、セリ科などの野菜が軟弱野菜に含まれ

ます。主な品目としてはホウレンソウやコマツナ、シュンギク
などが挙げられます。「軟弱」の名のとおり植物体は傷みやすく、
常温で保存すると品質低下しやすい特徴があります。デリケー
トな野菜でありますが、簡易的な栽培施設や装備等で数多く作
付けすることができ、栽培労力も比較的少なく済むというメリッ
トがあります。

これらの野菜は栄養成長段階で収穫される野菜です。栄養成長期は個体維持を目的とするため、茎
葉を伸ばすために窒素を必要とします。そのため、肥料の与え方が収量や品質に大きく関わってきま
す。

葉を食用とする野菜は特に窒素を必要としますが、窒素過剰も窒素不足も生育に好ましくありませ
ん。

生育期間が短く、年間で数回栽培される軟弱野菜は、肥料成分が土壌中に蓄積しやすく、特に連作
している圃場では土壌中の無機体窒素が蓄積しやすいため、土壌分析結果を考慮し、その結果によっ
ては減肥を行う必要もあります。土壌分析結果や植物体の変化をよく観察しながら、適切に施肥を行
いましょう。

２．結球野菜
葉が巻きながら重なり、球状になる野菜を指します。ハクサ

イやキャベツ、レタスなどが挙げられます。リーフレタスのよ
うに完全に球状にならないものもあります（半結球）。結球野
菜もまた、栄養成長期に収穫する野菜です。養分吸収量のピー
クは野菜の種類によって異なりますが、窒素を施用するタイミ
ングを逃すと、その後に施用しても効かせることができません。
たとえばハクサイは外葉が形成される後期から結球初期にかけ
て養分吸収がピークに達します。このタイミングで窒素が欠乏するとその後の肥大期に与えたとして
も収量向上につながりません。

養分吸収量のピークは野菜の種類によって異なると書きましたが、種類によっては好ましい肥料養
分の種類も異なります。

たとえば、ハクサイはホウ素、キャベツはホウ素とカルシウム、レタスはカルシウムの要求量が多
いので、それぞれが好む肥料養分が欠乏しないように心がけましょう。

またこれらの野菜は酸性土壌に弱いため土壌pHが酸性に傾いている場合は石灰質肥料を施用して中
和しておきましょう。

2026年３月号

野菜の特性と養分管理のコツ!!野菜の特性と養分管理のコツ!!

特
　
　
性

特
　
　
性

養
分
管
理
の
コ
ツ

養
分
管
理
の
コ
ツ
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３．根菜類
地中にできるものが可食部位となる野菜を指します。主な品

目としてサツマイモやダイコン、ニンジンなどが肥大した根、
ジャガイモなどは肥大した地下茎が可食部位になります。 生育
が早いのが特徴で生育前半（発芽した後の数週間）に窒素を吸
収させると収量向上につながります。ただし、過剰に与えると
茎葉が繁茂し、根の肥大が劣るため、根が肥大してからの窒素
は抑える必要があります。

また、根菜類の種類によって養分吸収の特徴が異なるので、栽培する際には根菜類全般の特徴を押
さえたうえで、種類ごとの特徴をとらえることが重要です。

タンパク質を合成する元となる窒素は、茎葉の伸長を促進するなど植物の生育に重要な栄養素です。
根菜類に施用する際は、量と与える時期に注意しましょう。

与える時期ですが、根が肥大したり着色する時期に必要以上の窒素を施用すると養分が葉の生長を
進行させ、貯蔵養分が不足し、肥大に悪影響を及ぼします。

例えばサツマイモとジャガイモはイモの分化する際に土壌中の窒素が多いと茎葉が過繁茂になり
「ツルボケ」が起こります。

根菜類の種類により好む肥料養分が異なるのでその野菜が好む養分が不足しないように注意しま
しょう。ダイコンはマグネシウムとホウ素、ニンジンはリン酸を要求します。

４．果菜類
トマトやキュウリ、ナスなどが果菜類の代表的野菜として挙

げられます。果菜類は栄養生長と生殖生長が同時に進行するの
が特徴です。個体を維持するために茎葉を伸長させながら、種
族を維持するために果実を肥大させます。そのため、連続して
収穫するためには栄養生長と生殖生長のバランスをとりながら
養分管理を行うことが重要です。

連続的に収穫するため、追肥に重点が置かれますが、果菜類の種類ごとに好ましい施肥量は異なる
ので、果菜類全般の特徴をとらえた上で作物ごとの特徴にそった養分管理が必要です。キュウリやナ
スは多肥を好みますがイチゴは少肥を好みます。

トマトやキュウリ、ナスなどの野菜は、栄養生長が過多になると着果しにくくなったり果形に影響
が及びます。トマトの場合、肥料が十分にあると生育旺盛になり、乱形果などが発生しやすくなりま
す。スイカやカボチャなどの野菜は、先述した果菜類に比べると栄養生長と生殖生長の転換がはっき
りしています。スイカは着果期の前に窒素肥料の効果が高いと茎葉ばかり生育旺盛になり「ツルボケ」
しやすいので注意しましょう。

特
　
　
性

特
　
　
性

養
分
管
理
の
コ
ツ

養
分
管
理
の
コ
ツ

年金相談会

受付時間／9：30～15：00

令和８年４月

11日・25日
JAしまね いわみ中央統括支店ローンセンター
〒697-0024 島根県浜田市黒川町3741
℡（0855）22-8816　FAX（0855）22-0203

お問い合わせ

©よりぞう

住宅ローン、
マイカーローン

…ほか
いわみ中央地区本部いわみ中央地区本部

１階浜田支店で１階浜田支店で
お待ちしております‼お待ちしております‼

ローン休日営業開催中！
４月10日㈮ 
江津支店

午後３時から
午後７時まで

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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機構図 令和８年３月１日現在
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